
 

 

 

 

 

            阪阪神神間間都都市市計計画画((芦芦屋屋国国際際文文化化住住宅宅都都市市建建設設計計画画)) 地地区区計計画画のの変変更更（（芦芦屋屋市市決決定定））  

浜風町南地区，潮見町南地区，緑町西地区，業平町地区，浜風町第２地区， 
若宮町地区，六麓荘町地区，新浜住宅地区，松ノ内町地区，翠ケ丘町地区 
計 10 地区の地区計画の変更 
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地区計画の変更地区・変更項目　一覧表

1 2 3 4 5

地区名
建築物等に
関する事項の
名称変更

建築物等の
用途の制限

建築物の
高さの
最高限度

壁面の位置
の制限

建築物等の
形態又は
色彩その他の
意匠の制限

1 浜風町南地区 ○ ○

2 潮見町南地区 ○ ○

3 緑町西地区 ○ ○ ○

4 業平町地区 ○ ○

5 浜風町第2地区 ○ ○ ○ ○

6 若宮町地区 ○ ○

7 六麓荘町地区 ○ ○

8 新浜住宅地区 ○ ○ ○ ○

9 松ノ内町地区 ○ ○

10 翠ヶ丘町地区 ○ ○

1 建築物等に関する事項の名称 （対象地区数：８地区）

浜風町第2地区

若宮町地区

六麓荘町地区

新浜住宅地区

変更案

建築物等の形態又は色彩そ
の他の意匠の制限

現在の名称

建築物等の形態又は意匠の
制限

地区名

浜風町南地区

潮見町南地区

緑町西地区

業平町地区
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（対象地区数：５地区）

変更案 現在の制限

次に掲げる建築物以外は，建築しては
ならない。
(1)一戸建ての住宅
(2)上記に付属するもの
　ただし，計画図で指定するａの部分
は、自動車車庫に限る。

次に掲げる建築物以外は，建築しては
ならない。
(1) 一戸建ての住宅

次に掲げる建築物以外は，建築しては
ならない。
(1)一戸建ての住宅
(2)上記に付属するもの
ただし，地区計画の決定告示の際，現
に存するものについてはこの限りでな
い。

次に掲げる建築物以外は，建築しては
ならない。
(1) 一戸建ての住宅

ただし，地区計画の決定告示の際，現
に存するものについてはこの限りでな
い。

１　次に掲げる建築物以外は，建築し
てはならない。
(1) 一戸建ての住宅
(2)上記に付属するもの
２　略

１　次に掲げる建築物以外は，建築し
てはならない。
(1) 一戸建ての住宅

２　略

（対象地区数：２地区）

変更案 現在の制限

松
ノ
内
町
地
区

住
宅
地
区

翠
ヶ

丘
町
地
区

A
地
区

（

戸
建
て
住
宅
地
区
）

１　建築物の最高部（当該建築物の階
　段室、昇降機塔、装飾塔、物見塔、
　屋窓その他これらに類する屋上部分
　を含み、棟飾、防火壁の屋上突出部
　その他これらに類する屋上突出部を
　含まない。以下同じ。）までの高さ
　は10mとする。ただし、敷地面積が5
　00平方メートル以上の場合は12mと
　する。
２　ただし、次に掲げる要件のいずれ
　にも適合するものについては前項は
　適用しない。
　(1)地区計画の決定告示の際、現に存
　　する建築物の高さ又は現に建築の
    工事中の建築物の計画最高高さが
    10mまたは12mを超える場合であっ
    て、当該敷地を一の敷地として再
    度新築するもの。

　(2)　略

2 建築物等の用途の制限

地区名

浜風町南地区

緑町西地区

地区名

次に掲げる建築物以外は，建築しては
ならない。
(1) 一戸建ての住宅
(2)上記に付属するもの

次に掲げる建築物以外は，建築しては
ならない。
(1) 一戸建ての住宅

浜風町第2地区

六麓荘町地区

新浜住宅地区

3 建築物の高さの最高限度

１　建築物の最高部（当該建築物の階
　段室、昇降機塔、装飾塔、物見塔、
　屋窓その他これらに類する屋上部分
　を含み、棟飾、防火壁の屋上突出部
　その他これらに類する屋上突出部を
　含まない。以下同じ。）までの高さ
　は10mとする。ただし、敷地面積が5
　00平方メートル以上の場合は12mと
　する。
２　ただし、次に掲げる要件のいずれ
　にも適合するものについては前項は
　適用しない。
　(1)地区計画の決定告示の際、現に存
　　する建築物の高さ又は現に建築の
　　工事中の建築物の計画最高高さが
　　敷地面積が５００㎡未満の場合は
　　10m，敷地面積が５００㎡以上の
　　場合は12mを超える場合であって、
　　当該敷地を一の敷地として再度新
　　築するもの。
　(2)　略
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（対象地区数：２地区）

地区名 変更案 現在の制限

浜
風
町
第
2
地
区

  道路境界線（計画図に示す壁面の位置の制
限を適用しない道路を除く）及び隣地境界線
から建築物の外壁若しくはこれに代わる柱の
面までの距離の最低限度は0.7mとする。ただ
し、次の各号のいずれかに該当する場合はこ
の限りでない。
 (1)計画図のａの部分における自動車車庫

(2)　略

  道路境界線（計画図に示す壁面の位置の制
限を適用しない道路を除く）及び隣地境界線
から建築物の外壁若しくはこれに代わる柱の
面までの距離の最低限度は0.7mとする。ただ
し、次の各号のいずれかに該当する場合はこ
の限りでない。
  (1)この限度に満たない距離にある建築物が
   、物置その他これに類する用途に供する建
   築物で、軒の高さが2.3m以下であり、かつ、
   この限度に満たない距離にある部分の床
   面積の合計が5平方メートル以内であるこ
   と。
(2)　略

新
浜
住
宅
地
区

  建築物の外壁又はこれに代わる柱の面から
隣地境界線までの距離の最低限度は1.0mと
する。
　次の各号のいずれかに該当する場合は、前
項は適用しない。
 (1)計画図のａの部分における自動車車庫

(2) 　略

  建築物の外壁又はこれに代わる柱の面から
隣地境界線までの距離の最低限度は1.0mと
する。
　次の各号のいずれかに該当する場合は、前
項は適用しない。
　(1) 前項の限度に満たない距離にある建築
　　物が、物置その他これに類する用途に供
　　する建築物で、軒の高さが2.3m以下であり
　　、かつ、この限度に満たない距離にある部
　　分の床面積の合計が6平方メートル以内で
　　あること。
(2)　略

（対象地区数：８地区）

地区名 変更案 現在の制限

潮見町南
地区
緑町西
地区
浜風町
第2地区

業平町
地区

　建築物の屋根、外壁その他戸外から望見さ
れる部分の形態、色彩及び意匠は、周辺との
調和に配慮したものとする。ただし、住宅・文
化施設地区（2 ）内の全ての建築物等につい
ては芦屋景観地区に定める大規模建築物の
色彩基準を適用する。

　建築物の屋根，外壁その他戸外から望見さ
れる部分の形態，色彩及び意匠は，周辺との
調和に配慮したものとする。ただし，住宅・文
化施設地区（2 ）内の全ての建築物等につい
ては大規模建築物等の指導基準を適用す
る。

若宮町
地区

　建築物の屋根，外壁その他，戸外から望見
される部分の形態，色彩及び意匠は周辺と調
和した落ち着きのあるものとする。ただし，幹
線道路沿道地区及び一般住宅地区について
は，芦屋景観地区に定める大規模建築物の
色彩基準を適用する。

　建築物の屋根，外壁その他，戸外から望見
される部分の形態，色彩及び意匠は周辺と調
和した落ち着きのあるものとする。ただし，幹
線道路沿道地区及び一般住宅地区について
は，大規模建築物等の指導基準を適用する。

新浜住宅
地区

　建築物の外壁の色彩等は，周辺環境と調和
したものとし，芦屋景観地区に定める大規模
建築物の色彩基準を適用する。

　建築物の外壁の色彩等は，周辺と調和した
ものとする。

松ノ内町
地区
翠ヶ丘町
地区

4 壁面の位置の制限

5 建築物等の形態又は色彩その他の意匠の制限

　建築物の屋根及び外壁の色彩又は意匠
は，周辺環境と調和した落ち着きあるものと
し，芦屋景観地区に定める大規模建築物の
色彩基準を適用する。

　建築物の屋根及び外壁の色彩又は意匠
は，周辺環境と調和した落ち着きのあるもの
とする。

　建築物の屋根及び外壁の色彩等は，周辺
環境と調和したものとし，芦屋景観地区に定
める大規模建築物の色彩基準を適用する。

　建築物の屋根及び外壁の色彩等は，周辺
環境と調和したものとする。

-30-



 

 

 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

-31-



 

 

           

 

 

 

     

6

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 6  

 

 

 

 

 

 

 

  

-32-


